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小説家としての賀川豊彦
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一九一四（大正一二）年にはプリンストン大学及び神学校に入学の
ために渡米し、アメリカの社会事業、労働運動を垣間見る。ニューヨークでは労働者のデモ行進に遭遇、またユタ州で書記として小作人組合の運動を直接指導し、そ 経験から労働運動の必要を痛感した二九一五年に 貧民窟での経験を踏まえて『貧民心理の研究』を出版する。賀川は一七年に帰国するとふたたび葺合の貧民窟に入り、米国留学中の体験から貧困問題を解決する手段として 組合運動を重要視していた 鈴木文治率いる友愛会と接触し、一九一九（大正八年）に友愛会関西労働同盟会を結成、理事長となった。賀川は二一二年の関東大震災救済 ために東京へ移住するまで、神戸葺合の貧民窟を拠点とし、 、神戸市連合 の活動に参加するなど様々な労働運動に参加 た。
一九二
O
（大正九）年には自伝的小説『死線を越えて』を発表し
た。『死線を越えて』は賀川の自伝的小説である。その内容は 明治学院に通う新見栄一は周囲の救済の めに困窮し学費 払うことが難しくなり、学校 やめ徳島の父の元へと帰り学校の教師をするなどして生活をする。彼は友人や家族と 関わりなどの中でさまざま
賀川豊彦（一八八八
i
一九六
O
）は社会運動や執筆活動など幅広
い範囲で活動を行っていた。そこではじめに、賀川豊彦がどのような人物であったのか、また、この研究の中で扱う『死線を越えて』がどのような作品であったのか見てみたい。賀川は一八八八年七月一
O
日、神戸市兵庫島上町で生まれた。父
は回漕業者 賀川純一。母は芸者 菅生かめである。彼は徳島県板野郡堀江村の第二堀江尋常小学校を卒業し、進学し
た県立徳島中学校の在学中（一九
O
四年）に宣教師の
z・？マヤス
博士より洗礼を受ける。その後明治学院高等部に進学、二年修了時に神戸神学校へと転校し、小説「鳩の真似」（後の『死線を越えて』）の執筆を開始した。また、賀川は自伝的小説『死線を越え 』を発表する以前から、神戸市葺合新川での路傍伝授を始めている。一九O九（明治四二）年、二一歳のときから神戸葺合の貧民窟に住み込み、二二年（大正二）にはる 結婚。ともに貧民窟の救済に当たった。
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な精神の遍歴を経て神戸の貧民窟に入りキリスト教の伝道、労働争議に献身するなどし貧民の救済に尽力する、というもので、主人公が明治学院に通っている、 るなど賀川自身の体験を元として書かれているところが多く見受けられ 。
『死線を越えて』は、後半を加えて一
O
月改造社から刊行されベ
ストセラー なる。主人公、新見栄一の人物像は賀川自身を思わせる。本作は彼の半生記で、キリスト教的社会主義の立場から現実の社会主義をルポタージュの形で取り上げている。
「繁明を呼び醒ませ」（第一書房、一九三二）の中に掲載されてい
る「『死線を越えて』 書いた動機」 は 次のように述べられている。
「私は貧民窟に入りました。それから二二年経ちました。二二年目に改造社の山本実彦志賀、貧民窟の私の事務所にやって来て、その小説を出さうぢゃないか、と云はれたので、私は、『死線を越えて』上巻の約一二分の一を新しく書き加へたのでした。その時に、前の三分 二 文章があまりごたごたしてゐて拙いと思ったのですが、妙なも で、一つ直さうと思へば 全部直さなければならなくなるし、一二年後の私の筆は、よほど昔より 上手になってゐるやうでしたけれども 何だか血を略い 頃に書いた物は、ほんとに厳粛で、その頃の私の気持が最も真面目に出てゐたも ですから、私は文章よりか気持を取りたいと思って文章の拙 ことを全く見逃すことにして、厳粛な血を略いた時の気持を全部保存することにしたのでした。 ために『死線を越えて』上巻 前半に実にごつごつした所もありますが、加筆 許 ない強 調子
が残ってゐることも、また事実であります。」ここに、一九
O八（明治四一）年の時点で書かれた部分は三分の
二で、残りの三一分の一、二二章以降は一二年後に新たに書き加えられた部分であると言う事が述べられている。初めの三分の二は一九O八年に書かれたものそのままで発表しているのである。そのため、『死線を越えて』は、賀川豊彦の自己の形成の過程を見ることができる作品ともなっている。また、二
OO
九（平成二二年九月、スウェーデンのノーベル財団
がホ
l
ムベ
lジ上でノーベル文学賞（
1
一九五
O年分まで）と平和賞
（1
一九五六年分まで）の英語版での候補者リストを公開し、賀川豊
彦が戦後開もない一九四七、四八年に二年連続でノーベル文学賞候補に、一九五四
1
五六年の三年連続でノーベル平和賞候補になって
いたこと 判明した。日本人のノーベル文学賞受賞者は、 九六八年の川端康成、 四年の大江健三郎がおり、賀川はこれらの受賞者よりも二
O
年以上も前に候補に挙がっていたのである。賀川は欧米
でも知名度が高く、『死線を越えて』などの小説はスウェーデン語に翻訳もされていた。
つ臼
『死線を越えて』発表当時の評価
大正の半ばに発表されベストセラーとなった『死線を越えて』は、発表当時に文芸に関わっ いたさまざまな人物 書 た論評残っている。どのような立場の人物にどのような評価をし いるか『文義時評大系』（ゆまに書房、一九
O
七）に掲載されている評価
をまとめることによって、賀川豊彦の『死線を越えて』が当時の文壇にどのように受け取られ いたのか見ていきたい。
円。
著者
江口奨
評価まとめ
新年の創作評·（3）寸工口実『時事新報』
1987（明治 20）年 7 月 20 日に東京麹｜大正 9 年 1 月 8 日
町で生まれ、 1975（昭和 50）年 1 月 1s I 「死線を越えて（賀川豊彦氏 改造）
日に亡くなった小説家。 を読んで、私は賀川氏が遂に芸術家で
1917 （大正 6）年 8 月 6 日には処女！ないと言う事が好く解ったO 如何に深
短編集『赤い矢帆』を刊行し、つづい｜刻な或いは悲痛な体験が若しそれが芸
て 10 月に『労働者誘拐』を刊行した。｜術家の手をくぐらなければ、遂に何等
1920年 12月に日本社会主義同盟が｜の芸術的効果をも生み得ないそれはこ
結成されると数少ない文壇人の一人｜の一篇が凡てを証明して余りある。 J
として参加したが、この前後からアナ｜ 「賀川氏は矢張実行家であって、芸術
ーキズムに心を寄せるようになる。 ｜家ではないらしい。」
『文義時評大系 8 ・ 13b』
太田善男 ｜初春の文壇（一）太田善男『読売新聞』大
1880（明治 13）年 10 月生まれの評論｜正 9 年 1 月 1 日
家。 1904 年に小山内薫や川田順、武｜ 「人聞を創り上げると言ふとは、大な
林夢想庵らと「七人j を創刊。翌年に｜る芸術である。吾々の環境を改造する
は東大英文科卒業すると博文館に勤｜ことも、それによって是迄圧抑されて
め『文学概論』（博文館 1906 ・ 9）出｜ゐた人間性を解放して、自由な人格の
版。 1910 年に退職すると「朝日文芸J I 発展を得しむると能きるが為に意義が
欄などに反自然主義の評論をつぎつ｜あるのであって、一切の社会運動は即
ぎと載せる。東京外語講師等を経て、｜ち、此の人間と言ふ偉大な芸術を捺へ
ふたたび 1918 （大正 7）年ごろから｜る一段階であると考えるべきである。」
新古典主義の評論を多く喜く。 I 「「死線を越えてJ は芸術として完成品
宮島新三郎
であるかどうかは別として、一個の人
間的記録として極めて意義のある者で
あると思ふ。 j
『文義時評大系 8 ・ 23c』
新春文壇の印象宮島新三郎『国民新
1892（明治 25）年 1 月 28 日に埼玉で生｜聞』大lE 9 年 1 月 2 日
まれ、 1934（昭和 9）年 2 月 27 日まで｜ 「改造」は総頁数四O六頁中、「新年号
を生きた評論家、英文学者で、早大英 l 創作大附録」が二一六頁、これに露伴
文科を卒業した。文芸評論でみとめら｜道人の「道路j 以下賀川豊彦の「死線
れ「早稲田文学」の同人となった。『芸｜を越えて」の頁数を加へると二七九頁。
術改造の序曲』（1925 年刊）、『現代文｜『文整時評大系 8 ・ 37a』
芸思潮概説』（1931 年刊）のほか近代
4 
文学研究として『明治文学十二講』
(1925 年刊）、『大正文学十四議』
(1926 年刊）などがある。
有馬尼亭 新春の文壇（四）有馬尼亭『やまと新聞』
不明 大正 9 年 1 月 9 日
「賀川豊彦氏の死線を越えては六百枚
の小説ださうで今月発表されたのはそ
の五分のーに過ぎない。けれど自分は
一息に読んだ。」「ただ一つの欠点は心
理の描写が少々大ざっぱで時とすると
概念的伝習的の不用意な文句が出てく
ることだが、それらの欠点があるにし
ても兎に角襟を正して一読する値打ち
がある。 J
『文義時評大系 8 ・ 55b』
中村星湖 二月の創作と評論【四】中村星湖『読
1884（明治 17）年 2 月 21 日～1974（昭 売新聞』大正 9年 2 月 9 日
和 49）年 4 月 13 日）に生きた小説家、 「賀川豊彦氏の『死線を越えて』（改造）
評論家、翻訳家。山梨県南都留郡河口 といふのを読んだ。「社会小説J と断つ
村に生れ、甲府中を経て明治 36 年に であるのは、編集者の細工かも知れぬ
早大予科入学、翌年英文科に進む。は が、ああいふのが社会小説だとすると、
じめは泉鏡花を崇拝し、鏡花や国木田 社会小説ほど下らない物はないやうに
独歩ふうの処女作『盲巡礼』（1906) 思、ふ。幼稚で、蕪雑で低級である。」
は懸賞当選小説となる。元来ロマンテ 『文義時評大系 8 ・ 138a』
イックでまた主観的な個性を矯めて、
自然主義文学運動の推進者の一人と
なった彼は、小説とは忠実な人間記録
なりとの主張を保持した。しかし大正
期には次第に理想主義の影響をうけ、
平凡で陰穆な現実の中に調和と建設
を求める方向に推移して行った。
坂谷治平 八月の創作及評論（六）板谷治平『やまと
不明 新聞』大正 10 年 8 月 13 日
「私は「死線を越えてJ を歓迎した日
本の読者階級を、強ち盲目だとか新ら
しいもの好きだとか言ひ得ないと恩
ふ。」「フヤケた文壇を何うにかする為
めには、」「文壇に無名な新人をどんど
? ?
柴田勝衛
ん送り出す事が近道だと思ふ。」
『文義時評大系 9 ・ 401a』
今年の分題を顧みて柴田勝衛『新文
1888（明治 21）年 6 月 4 日～1971（昭和｜壇』大lE 10 年 12 月 1 日
46）年 1 月 16 日に生きた評論家、新聞｜長編小説の続出
記者。仙台生まれで、 1909 （明治 42) I orかの賀川豊彦氏の「死線を越えて」」
年に青山学院高等科を卒業し、時事新｜ 「の如き長編が続出して、而かも何万
報記者となる。大正 8年には読売新聞｜部といふ需要を充たした所以のもの
社に入り、のちに編集局長となる。大｜は、たんにこれを広告や商略の巧さに
正中期に「新文壇J などで文芸評論に｜帰して仕舞ふ以外に、今年の文壇を反
携わる他、北欧文学の研究、ジャーナ｜省さす可き、もっと深い根拠があるや
リズムの研究に従事した。
宮島新三郎
前述の通り。
うに思はれる。」
『文萎時評大系 9 ・ 523a』
創作界の傾向及事件 宮島新三郎『早
稲田文学』大正 10 年 12 月 1 日
（五）長編小説の流行
「今日の文壇は差当り長編小説の全盛
期とでも言はるべきであらう。」「七月
の新文学に掲載された柴田勝衛氏の
『長編小説の全盛期』なる論文の一部」
には「然らばこの長編流行の機運を打
開した現代作家の創作的衝動の内容は
果してどんなものか。……私は今これ
を一口に現代作家の社会的意識による
ものだと断定する。その理由は、従来
の自然主義の作家は、殆んど病的と J思
はれるまで深刻な心理解剖を遂行すべ
く、その考察の範囲を飽くまで狭隆に、
個的に鋭く突込んでいくやうな態度を
執っ来たものだが、現代作家はそれと
同時に、その個的な深刻味を更に社会
全体、人類全体の運命と結びつけて観
照しようとしてゐる」」と書かれてい
る。しかし、「あらゆる長編小説が、こ
の社会意識によって発生し来たったも
のと見ることは出来ない。中には一時
の流行にかぶれて長編に走るといふや
うなものがないとは限らなかった。」
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JI 生
不明
『文整時評大系 9 ・ 555a』
新春の文壇（三）ぜI 生『やまと新聞』大
正 11 年 1 月 15 日
く〉賀川豊彦氏の芸術
「今までに二三回、何故あの本が素晴
らしい売行きがあるものなのかしら？
通読した上で是非を論じて見ょうかな
どと d思った事はあるが、曾その一部分
を読んだ際の軽部が、何うしても抜け
切らない為めに通読する気になれぬ。」
『文義時評大系 10 ・ 31d』
川路柳虹 ｜文義時評 クロオデル、その他川路
1888（明治 21）年 7 月 9 日に東京で生｜柳虹『新潮』大正 11 年 2 月 1 日
まれ、 1959（昭和 34）年 4 月 17 日に亡｜ 「私は賀川｜氏のあくまでも自分の意志
くなった詩人。京都美術工芸学校を経｜を貫徹しようとする人道主義的なあの
て東京美術学校日本画科を卒業。 1907 I 生活にも、その主張にも賛成しないも
（明治 40）年 9 月号「詩人」誌上に｜のではありません」が、「その作品に現
『塵溜』（のち『塵塚』と改題）その｜れた人を感動させるものに対しては、
他を発表、『路傍の花』（1910 年刊） ｜不満であります。何故といって、そこ
に次いで『かなたの空』 (1914 年刊l I に読者の涙を誘うものがあるにはあり
を出し、また雑誌「未来」を刊行した。｜ますが、それ等はすべて安値なセンチ
その後『勝利』（ 1918 年刊）、『曙の声』｜メンタリズムで、例へば、女なんかが
(1921 刊年）、『預言』（1922 年刊） ｜芝居へ行って、泣くといふ、又泣きに
などの詩集のほか訳詩集『ヴェルレエ｜芝居を見に行くといふ、それと同じ程
ヌ詩抄~ (1915 年刊）、評論集『作詩｜度の最も低劣な涙を唆るものであるか
の新研究』（1926 年刊）など数多ミの｜らです。」
著書を出した。 ｜『文義時評大系 10 ・ 45a』
村松正俊 ｜自己反省なき作品 村松正俊『時事新
1895（明治 28）年 4 月 10 日に東京で生｜報』大正 11 年 4 月 12 日
まれ、 1981（昭和 56）年 9 月 20 日に亡｜ 「多くの作物は著者の自己の陰がうつ
くなった人物。東大美学科を卒業して｜ってゐつが、さういふ場合には、著者
いる。第五次「新思潮J に参加、「種｜白身作中の人物と共に、自分の反省を
蒔く人」や「文芸戦線」の同人を経て｜してゐない。また著者が作中の主人公
新居格、宮島資夫らの「文芸批評J に｜より離れてゐる場合にも、その人物は
加わり、アナーキズム的な文芸評論を｜決して自己を反省してゐない。」「見る
発表した。翻訳はギリシア悲劇やジョ｜べし、あらゆる今の時代に属すべきも
ーレスの『仏蘭西大革命史j (1930-32 I のは悉くそれである。ブワレジョワ芸術
年刊）、『見失なわれた日本1 (1964 年！と、プロレタリア芸術の争ひはなほや
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刊）など、詩集に『現在』（1962 年刊）｜まないがその両方とも、ひとしく安価
などがある。
平林初之輔
な自己肯定から戦ってゐるとすれば、
その内容は知れたものではない。 J
『文義時評大系 10 ・ 138a』
文壇の一年間 平林初之輔『解放』大
1892（明治 25）年 11 月 8 日に京都竹野 l lE 11 年 12 月 1 日
郡深田村に生れ、 1931（昭和 6）年 6 月｜四 大菩薩峠の第一期完結
15 日までを生きた評論家。京都師範！ 「無抵抗の賀川豊彦氏はもとより改造
に入学したが教職をきらい、 1913 年｜社の要求に抵抗しないで『死線」の先
に早大英文科に入学し、 17 年 25 歳で｜に『太陽』をのぼらせたりした例もあ
早大を卒業。その後も、アテネ・フラ｜るから、売れ行き一つで作品の長さは
ンセにフランス語を学んだ。 20 年に｜どこまででも引っばることができるや
国際通信社に入社し、得意の外国語を｜うだから長いのが自慢にはならぬが。」
生かして海外通信の翻訳を行った。一｜ 『文書基時評大系 10 ・ 320a』
方で同僚の市川正ーや青野秀吉とマ
ルクス主義の研究に没頭した。 21 年
に相沢駒子と結婚し、『唯物史観と文
学』（1921 年）その他の注目すべき文
芸評論を発表しマルクス主義に依る
気鋭の文芸評論家として注目された。
宮島新三郎 ｜小説界の傾向 宮島新三郎『早稲田文
前述の通り。 ｜学』大正 11 年 12 月 1 日
「在来の小説は何等かの方法手段に依
って、その局面を展開せざる限りは、
現代人の胸を打つベくにはあまりに行
き詰って新味に乏しく、他方、旧文芸
に変るべくプロレタリア新興文学が
華々しい叫びをあげて台頭するにはし
たが、これこそプロレタリア文学だと
いって示すに足る代表作品は終に見当
たらなかった。 j 「かういふ過渡期に於
ては、変態物が流行するのが、殆ど例
となってゐる。 j 「『死線を越えて』の中
巻J などが「その事実を物語ってゐる。」
『文筆時評大系 10 ・ 360a~
直木三十二 ｜月評 時に回顧（二）直木三十二『時
不明。おそらく直木三十五の誤植。 ｜事新報』大正 11 年 12 月 6 日
直木三十五 | 「「死線を越えて」を愚と思ひながら何
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1891（明治 24）年 2 月 12 日～1934（昭 処かにか潜む作者の体験からくる力を
和 9）年 2 月 24 日に生きた小説家。本 思ふとき世のプロ作家、評論家達は口
名は植村宗一。 1911 年に早大英文科 賢しけれど未だ途遠しの感を抱かざる
予科に入学したものの学費が続かず、 を得ない、繰返すが問題は芸術的であ
高等師範部に転ずるが除籍される。 るとかないとかでは無い。その口にし
1918 年にトルストイ全集刊行会（のち てゐる生活が真実であるか如何に力強
の春秋社）をおこし雑誌「主潮」を創 いかといふ事だけである。そうしてそ
刊した。しかし絵画分裂したため、鷲 れが溢れて次の時代の潮流となるので
尾雨工と冬夏社を興し、それも放漫な ある。 j
経営で潰してしまい、里見弾、吉井勇 『文義時評大系 10 ・ 366d』
らの「人間J の運営にタッチするなど
した。
南部修太郎 六月の小説月評（五）南部修太郎『都
1892（明治25)10 月 12 日に仙台で生ま 新聞』大正 13 年 6 月 11 日
れ、 1936（昭和 11）年 6 月 22 日に亡く 0 「何しろ昨今の文壌には、一つは読
なった小説家。 1917 年に慶大文科を 者の好奇心を惹、かうとする自作広告術
卒業。翌年から 3 年間「三回文学」を のためか、また一つは文壇凡々沈滞の
編集する。紀行風の短編『修道院の秋』 声も久しい折柄せめて題名にでも変つ
(1916 年）で典雅な作風を認められ、 た趣向を見せようとするせいか、」「題
同窓の小島政二郎とともに芥川龍之 名に雄篇名作轡を並べている。」「作家
介、菊池寛らの「新思潮」派と交わり 題目に狗肉を売らんとす、窮せる哉と
つつ、三回派として活躍した。著書に 云ふベしであるが、「死線を越えて」或
は『修道院の秋』（『新進作家叢書』二 いは「愛すればこそ」「などと思ひきつ
二として 1920 年刊）、『若き入獄者の てたってのければ、また狗肉を喜んで
手記』（1924 年刊）などがある。また、 買ふ世間でもある。小説家も不幸にし
『新進傑作小説全集』のなかに『南部 て食はなければならない人間である。 J
修太郎集・石浜金集』（1930 年刊）な 『文整時評大系 12 ・ 360c』
どがある。
9 
江口は『死線を越えて』が小説として芸術であるかという点に着目しており、同様に己生、村松も同様の点に注目した論評を載せている。一方、直木は「問題は芸術的であるとかないとかでは無 。その口に ゐる生活が真実であるか如何に力強いかといふ事だけである。」と述べており、芸術か否かということ は別の視点 らも小説を見ている いうこと、が伺える。その他、柴田、宮島、南部はこの時期に多く発表された長編小説について述べ おり、その一例あるいは代表例として『死線を越えて』を挙げ いることが読み取れ 。
『死線を越えて』発表当時の日本の社会
明治三
0
年代から明治末にかけて、日露戦争の前後には日本の資
本主義は帝国主義の道 急ぎ、台頭してきた民主主義運動は次々と弾圧を加えられることとなった。文学界では浪漫主義思潮が挫折し、自然主義へと移行して行くこととなった。大正期半ばから大正期末にかけて、日本は第一次世界大戦によって日本 資本主義は金融資本の独占をし 戦後の恐慌に際しでも民衆の意士山は抑えつけられ文学の世界にもこの宗教の潮流が起こった。賀川豊彦の『死線を越えて』はまさにこの時期に発表され、大衆に歓迎され の あ賀川は『死線を越えて』以外にも多くの著作がある。当時キリスト教伝道や社会事業、労働運動の実践的な活動も行 ており、こ膨大な量の著作がこれらの活動のかたわ に執筆されたのである。賀川は思想と実践の両方 力を兼ね備えていた人物であり、いわゆる小説家や文壇人とは違っていたということ 念頭 置い おかな
ければならない。
「察明を呼び醒ませ」（第一書房、一九二三）の中に「『死線を越
えて』を書いた動機」という一文があり、その中で次のように語られている。
「『死線を越えて』を書いた動機を話せとの御言葉ですが、困ってしまいました。明治四十年の五月だったと思いますーーさうです。もう丁度二十年も前になりますね、私が肺病で明石の病院から三河蒲郡の離れに移った頃、独りぼっちであまり淋しいものですから、私は小説を毎日書き綴ったのでした。誰も訪ねてくれる人はなし、知っている人と云ふのは村に誰も無いものですから、幻中で過去の人間を小説として想いひ浮べてみ、 の す。さうでした、その前の年だったと記憶します。私は小説を書きたかったので、古雑誌の上に小説 書き綴ったことがありました。あまり貧乏で原稿用紙が買へなか ものですから、古雑誌を原稿用紙代りに使用し もので た。そんなに私が小説を書き かっ 理由は、私の小さい胸に、 なし 経験があまりにも深刻に響いたことと、私が宗教的になって行くこ に依って非常 気持が変って来たこ を、どうしても小説体で書きたかったからです。」
ハU11
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この中で賀川は「過去のかなしい経験があまりにも深刻に響いこと」と「私が宗教的になって行くことに依って非常に気持が変っ
て来たこと」が「どうしても小説を書きたかった理由」だと述べている。当時、賀川 家庭環境と病気から来る孤独感から自己表現の欲求に駆り てられたことは確かだろうし、読書を通じていかにし
て生きていくのか模索していた彼は、文学青年、哲学青年と言われるにふさわし 人物であったことがうかがえる。
その頃、日本文壇では永井荷風らによって自然主義文学に気運が
高まり、一九
O七（明治四
O）年、岡山花袋が自身の恋愛を題材と
した「蒲団」を発表したことによって自己告白の文学系列として形式された。そこで、彼の自己表現の欲求は の告自体という方法を自身の表現の場所とし 見出し のではないだろうか。『死線を越えて』の二五章には「最近起って来 自然主義文学の感化は栄一の胸にも強く感ぜら 」と記されており、賀川自身が自然主義文学に対して関心を持ってい こ が見 取れる。キリスト教伝道活動、社会運動、執筆活動といった多方面で活躍
した賀川にとって小説を書くことが第 義の自己表現ではなくキリスト教的な救済活動による社会の改良に随伴することではあった 、しかしそれでも賀川は自身 小説家と自負していた。『死線を越えて』発表当時の文壇での評価はくだらない小説だ、賀川氏は芸術家ではない、というように芳しいものではなかっ ものの、自身 小説が大衆から商品と て扱われ、大衆から歓迎 賀川 小説家としての自負を強く ことは疑われない。
『死線を越えて』にある通り、彼は神戸葺合の貧民窟に住み込み、
そこでの諸問題 一つ一つに身を持って取り組むのだが、彼は貧民窟を知れば知るほど人間の暗い部分を目 当たり して無力感に陥ることとなり、結局、貧民窟 救 ため はキリスト教 教 祈り以外に手段はない いうことを認識させられる。慈善事業 ような場当たり的な救済事業や 場当たり的な社会草命と った外部のカでは結局人聞社会を救うことはできない。外部的なカで救うこと
が出来ないのなら、人間内部に働く神の力を信じたいという認識を持った。
賀川は問題の根本的な解決策を探すために米国に留学し、ニューヨークでたまたま労働組合のデモと遭遇をした。ここで賀川は資本主義社会の負の側面である貧民問題の解決策として、外部からの救済活動を行うのではなく、貧民や労働者が自ら 救済する社会変革活動をするしか手はないと認識をする である。こう 賀川は帰国後、労働組合運動の組織を始めることとなる。第一次世界大戦後、日本は未曽有 好景気を経験し、その裏側では労働問題が続出していた。帰国後、友愛会に属していた彼はこういった労働問題を解決するために「関西労働同盟会」を結成。資本主義によって引き起こされ 社会的諸悪との戦いに突き進んでいくこととなった。『死線を越えて』の終盤 は、労働者が町工場の人権無視と非情とに抗議をするために行っ ストライキに同情し、後援していた主人公の栄一は留置されて まう。しかし、栄一は留置されたことを全く罪に感じず、留置場で祈祷と膜想 ふけり 労働者解放の決意を持って『死線を越えて』は締めくくられる である。第一次世界大戦後の日本は、戦時中の好況から一転して、世界的な経済恐慌 波に巻き込まれ、株式相場は暴落した。企業による事業は縮小、廃止され大衆は大き 不安に陥ってい 。賃下げや工場の閉鎖は労働運動の思想を加速させ 他方で 大戦によって引き起こされたデモクラシー運動が学生や知識人を風腰、普通選挙運動も、労働階級を主力とした大衆運動となってきて た。一九二
O
（大正九）年二月に起こった八幡製鉄所でのストライキ、
二月と四月の東京市電でのストライキ、五月の日本最初のメーデー
司自ム司自よ
など、盛り上がった民衆のエネルギーは、政府や資本家と強く対立、高揚した。さらに、戦争を経験したことによって生死の問題への関心が高まり 人間味を疎外する資本主義機構の持つ非情さへの反発が、大衆を宗教的なものの思想にひきょせることとなった。こうした社会状況の中で、『死線を越えて』は 社会 暗黒部である貧民窟に於ける貧民救済の実践報告として大衆の前に登場し、問題に体当 りして解決 目指したりりしさ、たくま さに魅惑されたのであった。しかし、当時の文壇からの評価は「下らない」「表現が稚拙だ」というように非難するものがほとんどだっ 。た かに文壇小説に比
較すればそういっ 欠点は指摘されるところではあるが、有馬尼亭のように、表現が大ざっぱで時として不用意な文句が用いられ ことがあるが、そういった欠点がある。『死線を越えて』を含め、賀川豊彦の小説は通俗的なものが多い。宗教は、もともと 類全体に神を信じ、信仰させることが目標とな 人類全体へ浸透させる めには或る程度の通俗性は必要となり、さら 戦前の日本に て西欧から輸入されたキリスト教というものは民衆に 異国の宗教として映っていたということもあり、芸術性を高める ではなく、啓蒙的な態度を織り交ぜて行く他になかった ではないだろうか、いうことが考えられる。そういった欠点があるものの、『死線を越えて』に描かれているの
は人生を諦めて生半可 さとり澄ましてい 人間では く 第一義を求めてもがき苦 んでいる人間であり、襟を正して一読する価値があるとした者もあったの あ 。彼の自伝的小説『死線を越えて』は、小説の技巧としては拙いところが多かったが、豊富 体験 よ
りその構成の弱点を補って余りあり、作者の体験をリアルに保持している点が現在からみても高く評価できよう。以上のように、賀川は自身の自伝的小説ともいえる『死線を越えて』は当時の大衆に歓迎を持って受け入れられ、大正の大ベストセラー作品となった。また賀川自身もノーベル文学賞候補に挙がっており、『死線を越えて』は当時の日本の大衆での評価だけではなく、
海外からの評価もきわめて高かく反響も大きい作品だったと言えるであろう。
一方で『死線を越えて』は、発表当時の日本の文壇からの評判は
良くなかった。特に表現の稚拙さや小説自体 芸術性のないという点を低く評価されており、中には表現の技術などには日をつぶ小説の中に書かれている情熱を評価したも はやはり少数であった。賀川が第一の目標としていたのは、小説での自己表現ではなくキリスト教の伝道による貧民の救済であったために、 告白という小説の方法のみを自然主義 ら借りてきたというところに酷評を下された理由があるのかもしれ い。しかし、だからと言って賀川の小説が評価に値しないわけではも
ちろんない。賀川は小説家と て第一に目指したものは小説によって芸術を作り上げることではなく、民衆を救済することで、賀川小説にはそこから来る熱に満ちている である。
???
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一八八二（明治五）年に福沢諭吉が東京で創刊した日刊紙。独立不器（なんの制
約にも縛られない）、国権皇張（園の権力をおおいに主張する）をモットーとした。福沢諭吉没（一九
O
一）後は石河幹明、板倉卓造らが筆政を担当、各界に
影響を及ぼした。一九
O五（明治三八〉年コ一月に大阪に進出し『大阪時事新報』
を創刊したが、関東大震災（一九二三）被災後経営が悪化、昭和に入って一九三六（昭和一一）年一二月二五日『東京日日新聞』に買収され廃刊となった。
一一八七四（明治七）年一一月二日、子安峻、本野盛亭、柴田昌吉という神奈川
裁判所の三人の翻訳官が創刊した。 清・日露両戦役の後には、島村抱月、徳田秋声、上司小剣、小杉天外、正宗白鳥らの自然主義時代の牙城となり、泉鏡花、樋口一葉、斎藤緑雨 川上眉山らが執筆をつづけ、ロマン主義から写実主義、自然主義へと移行する明治文壇の華やかな舞台を提供した。
一二八九
O（明治二三）年二月一日、徳富猪一郎（蘇峰）が創刊した日刊紙。当初青
年層の圧倒的支持を受けていたが、日清戦争後に蘇峰が桂太郎に接近したため官僚、軍人の支持を得るようになる。一九二 大正二）年の憲政擁護運動で桂内閣を支持するなどして民衆の襲撃を受けるが、根強い蘇峰信者の支援を得て紙勢は衰えず、大正中期には二
O
万
1
二五万部を維持した。
四日刊新開。明治一九・一
0
・七
s
昭和一九・四・三
O
まで確認されている。
明治四四年から大正元年まで『文芸評論』が掲載されるなどしたが、大正初年新政党運動を支持、しだいに読者 失っ き、昭和六年一月四ページ建ての夕刊新聞となり、同時に右翼の言論機関的新聞 なった。
五明治二九年に六冊発行されたものと明治四一年
1
大正五年の聞に発行された
ものとがある。しかし、どちらにも当てはまらない。
六文芸雑誌。一九
O
六（明治三九）年一月
i
一九二七（昭和二）年一一一月（第二次）。
編集者島村滝太郎（抱月）。早稲田文学社編集、金尾文淵堂、 ちの東京堂発行。第二次は始め文芸協会の機関誌形 とっ いたが、たちまち自然主義文学運動の牙城となった。大正期にはおおよそ自然 の匂 が残存し海外の新恩潮の導入にも敏感で、民衆芸術論義も盛んに行われ 。 かし徐々にその指導性は表退し、プロレタリア文学 新感覚派 運動に押され 本間久雄の努力で明治文学の研究、回想、さらに江戸文学 記紀、万葉集の研究などに展開していった。
七一九
O
四年五月創刊。新潮社発行。「文壇の公器」たらしめようとする配慮
は今日に及んでおり、文学上 新運動に注意を怠らず 白樺派 新思潮派新感覚派、プロレタリア文学、新興芸術派等に誌面を開き、「新進当時に誰でも一度は厄介になる」（広津和郎）ともいわれ 海外 新文学の紹介も積
? ?-E4 
極的であった。
八第一次世界大戦直後のデモクラシー思潮を背景として創刊された総合雑誌の
一つ。一九一九（大正八）年五月創刊。二＝一年九月に終刊。総合雑誌として『改造』や『中央公論』よりも社会主義的で、吉野作造や家明会の福岡徳一二、東大新人会の赤松克麿を中心として、佐野学、坂井利彦、石川三四郎らが登場。マルクス主義者とアナキストの呉越同舟である。創 柵は、小川未明、宇野造二、宮地嘉六らの初期プロレタリア文学系の創作、評論が主流だった。
九賀川豊彦『死線を越えて』（改造社・一九二
O
）のこと。
一O賀川豊彦『太陽を射るも 』（改造社・一九ここのこと 『死線を越えて』の続編に当たる。
一一第二次世界大戦前、東京で発行されていた日刊紙。文学や芝居、演劇に重点を置き、花柳界の広告を載せ など独特の編集方法で庶民 人気を集めた。一時は改進党色を帯び、経営不振に陥ったが、一九一九（大正八）年一 月二日、足利の機業家福田英助が買収し、独立自営 信条 た健全な経営を続けた。一九四二（昭和一七）年一
O月一日に戦時新聞統合で『国民新聞』と合
併し『東京新聞』になる。
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